
国土交通省トラック・物流荷主特別対策室主催

「トラック物流2024年問題」
に関するオンライン説明会【第20回】開催

「いつも荷待ちをさせられる
「こんな作業までさせられている。」
「運賃交渉に応じない。」

（ご提供している情報（一部））
・改正物流効率化法、貨物自動車運送事業法施行に関する最新情報
・標準的な運賃・料金改正、標準運送約款改正について
・トラック運送の原価計算、価格交渉（運賃交渉）ノウハウ・事例紹介
・各トラック運送事業者、荷主事業者等参加者の問題意識共有。取組みご紹介 など
運賃交渉に活用いただける資料なども提供しています！

開催日時：令和7年3月19日(水) 10:00,15:00（同日２回開催）

事前アンケートページ
開催の都度、物流改善に向けたアンケートを実施しています。是非ご協力ください。

直接参加用
二次元バーコード

などの荷主等に関する

お困りごとは、目安箱への

投稿をお願いします。 目安箱リンク

トラック物流の2024年問題とは？

しかし、問題の本質は、労働環境が過酷なことによる長期的なドライバー不足。

発・着荷主など関係者全員の協力で商慣行を見直す必要があります。

【2024年問題の物流への影響】具体的な対応を行わなかった場合、
2024年度には輸送能力が約14%（4億トン相当）不足する可能性あり。
2030年度には輸送能力が約34%（9億トン相当）不足する可能性あり。

2024年4月以降、トラックドライバーの残業時間が「年960時間まで」に制限され、

それ以上残業して貨物が運べなくなる＝運べる貨物が減るという懸念のこと。

制度改正
の内容

近畿運輸局からのお知らせ
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